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韓分銀ー
l判長日行
"'せ局
荘ら年
。れ線1)
内てに

議ゐよ
るる
。 ご

我
凶
の
銀
行
は
弐

一O
A
回

部
六
抗

一四ニ

こ
の
三
柿
の
銀
行
の
中
で
、
百
三
十
伶
の
肘
帯
銀
行

-
は
大
正
十
年
内
貯
帯
銀
行
法
に
よ
り
巳
じ
改
正
せ
ら

一
一
れ
・
一
二
十
仰
的
特
殊
銀
行
仁
就

τは
附
悶
が
駒
来
に
時
四

一
一
き
れ

τゐ
る
。
而
L
L
、
羽
目
的
問
問
ピ
な
っ

τゐ
る

-u-
は
T
間
行
ゅ
の
北
川
地
銀
行
一
壬
あ
っ

τ、
州
出
五
十
二
議
品
目

一
一
を
遁
池
上
た
る
銀
行
法
(
昭
和
-
一
年
一
ニ
月
二
十
九
日
松

一
作
第
二
十
一
日
枕
)
仁
ょ
っ

τ現
に
改
革
ゼ
ら
れ
つ
、
ゐ

十
一
る
の
で
あ
る
o

-
銀
行
幼
は
品
川
通
銀
行
を
劉
象
t
・
し
た
る
規
定
で
あ
る

一、UM---M
一

p
-

I
l
i
-
-

が
、
銀
析
の
定
義
.
他
業
栄
都
、
終
業
形
雌
.
銀
行
役

I
l
-
-
Lいは

H
H
り
衆
務
制
限
、
法
定
準
伽
品
車
内
政
似
率
引

t
等
ゐ
ら

一、
8
4

ゆ
'
る
方
而
仁
刷
れ
f'
ゐ
る
日
私
の
抜
に
論
ゃ
ん
ピ
す
る

一
史
仁
日
本
銀
行
の
大
正
十
五
年
六
月
末
現

A
内
調
査
の
は
・
銀
行
法
内
規
定
山
り
中
で
段
も
五
裂
な
る
も
の
の

u、
特
殊
銀
行
一
二
問
、
持
同
地
銀
約
一
、
四
八

O
、
町
並
川
一
一
つ
帥
も
持
活
銀
行
の
際
業
形
態
的
川
胞
で
あ
る
o

銀
行
一
一
一
一

0
・
什
計
二
六
問
問
的
数
字
を
示
[
τ

ゐ

ニ

る
C

大
減
点
引
ど
日
本
銀
行
ご
は
多
少
算
定
の
給
川
市
を
山
四
一
持
活
銀
行
内
四
倍
来
形
態
な
る
も
の

u、
質
的
仁
見
工

に
し
て
ゐ
る
が
、
我
闘
の
銀
行
数
が
大
値
千
六
f
H
を
超
一
将
来
組
織
の
附
旭
ピ
な
旬
、
真
に
精
一
的
に
凡
て
資
本
金

え
て
ゐ
る
事
及
び
そ
の
大
部
分
を
占
め

τゐ
る
の
が
尚
一
の
川
旭
ぜ
な
る
。
銀
行
訟
は
、
前
者
に
就
T
は
株
式
命
日

地
銀
行
で
あ
る
引
に
就
て
は
何
れ
い
の
数
字
も
一
致
す
る
枇
ご
然
ら
J
る
も
の
さ
そ
分
も
、
殺
者
に
就

τは
品
川
低

所

で

あ

る

。

資

本

金

制

を

定

め

τゐ
る
。
試
み
仁
、
我
闘
皆
同
地
銀
行

巴
，
二
司

4
さ

M
M
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1
M
r
m匂

剖l

大
正
十
↑
=
年
末

大

正

l
刊
勾
本

n 

Hi 

，> 

まa

t> 

脱
出
正
金
制
行

川

本

刷

業

組

h

毘

l

飢

行

止
耐
泊
桁
剛
叫
行

U
H

畑

町

似

行

日
ト
ト
興
業
叫

h

ti -一一毛

昨J.I{ li 千4

m 

訓白

li 

.:，... --，且

Rr 

部

ヰ
;..': 

釘4

li 

1t 

五十

一、u
p
A

日l'自!1i湖脊1.，1;金融

，I、/111'¥")':新銀行法に机て(イシグ孟ストメシトtfiJi怨節凹抑止び和五腕)

2) 

3) 



u; 

ー去
普
掴
銀
行
の
管
業
師
態
分
山
間
表

の
拙
官
業
組
織
ピ
資
本
金
E
を
表
示
す
れ
ば
、
第
二
表
を

行

鑑

書E

本

金

-
行
品
り

平
均
釜
本
金

株

式

合

世l
 
一、ZJ
羽

一、回同八一
一、一品九
U

〒

mz

ユ、四一吉一
J

品川九二

ユJ
一一向￥一、九九口

一三
A

2

A
干
刷
つ

一、耳八八
一
、
内
章

一、
A
h
A

得
る
事
が
出
来
る
。

告

名

合

三雪312334毛一日J竺

雪翌三五|豆長一自己亘三」人
A 
n 

「昔
行

司、六一元
一、署一也

一、同
A
O

千
回

ニ、同亘缶、山
A
幽

一一、同口'、五山口

=、天ニ、口円凶平
凶

一、同凡九
一、平五

一、中山口品

合

賛

企

世

一盛づ日
〒
凶
一

山一円七回で
耳、附由一

五、望一千
山一同口一同骨

一旦己

唱団

第
二
表
の
一
不
す
如
〈
、
我
国

ω
普
通
銀
行
的
大
多
数
末
、
大
正
ド
五
年
六
月
末
の
三
期
を
比
峻
ず
る
に
、
行

は
株
式
合
枇
組
織
を
採
用
L
τ
ゐ
る
が
・

A
ロ
名
曾
一
吐
、
一
一
放
に
於

τ
は
何
れ
の
組
織
の
普
通
報
酬
行
も
減
少
し
、
資

合
資
命
日
一
航
、
制
人
の
替
業
組
印
刷
も
存
在

L
τ
ゐ
る
の
で
一
本
金
も
亦
同
一
の
方
向
を
辿
つ
1

ゐ
る
、
然

L
行
軸
掛
川
被

あ
る
。
而
し
C

一
行
営
、
り
卒
均
資
本
金
を
見
る
に
、
会
一
少
割
合
に
比
し
資
本
金
減
少
の
程
度
小
な
る
が
故

健
ご

L
て
は
百
六
拾
高
岡
壷
で
あ
る
が
、
株
式
曾
枇
以
一
に
、
結
局
一
行
常
り
資
本
金
な
る
も
り
は
何
れ
内
組
織

外
の
も
の
は
何
れ
も
少
額
に

L
て
側
人
的
如
主
催
か
じ
に
於
て
も
増
加
し
全
世
ど
し
て
百
五
拾
諸
国
肇
よ
b
百

五
高
国
内
外
で
あ
る
。
大
正
十
一
二
年
末
、
大
正
十
四
年
六
扮
諸
国
華
に
上
っ
て
ゐ
る
o

普
通
銀
行
的
持
業
形
態

雑

S生

銀
行
訟
と
持
通
銀
行
の
脊
本
会

第
一
-
十
四
巻

一O
人
五

第
六
椀

凹
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雑
録
制
蹴
行
法
・
と
静
通
鉱
行
自
費
事
金

ur
現
放
の
如
き
際
に
、
銀
行
法
が
新
た
に
制
定
せ
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

貯
蓄
銀
行
法
は
、
貯
蓄
銀
行
の
傍
業
形
態
に
つ
い

τ・
株
式
曾
枇
た
る
事
正
資
本
金
五
拾
荷
風
以
上
た
る

事
ご
の
ニ
つ
の
制
限
を
設
け
て
ゐ
る
。
銀
行
法
の
規
定

は
ニ
れ
己
少
し
〈
異
つ

τゐ
る
。

銀
行
法
が
普
通
銀
行
の
株
式
曾
枇
た
る
べ
き
事
を
規

定
し
て
ゐ
る
勤
は
貯
蓄
銀
行
の
場
合
Z
会
〈
同
様
で
あ

る
。
従
っ
て
前
掲
普
通
銀
行
の
中
で
株
式
曾
枇
以
外
の

入
十
徐
の
命
名
曾
枇
組
織
、

A
円
安
曾
枇
組
織
及
び
倒
人

組
織
の
銀
行
は
、
何
等
か

ω形
式
に
よ
b
整
理
せ
ら
る

吋
き
運
命
に
ゐ
る
。

之
に
反
し
資
本
金
の
駄
に
於
て
は
、
銀
行
法
は
貯
蓄

銀
行
法
正
異
b
各
穂
の
場
合
を
設
け
、
号
れ
ん
¥
最
低

資
本
金
を
規
定
し
て
ゐ
る
。
卸
ち
普
通
銀
行
は
・
次
の
如

き
資
本
金
を
必
要
正
す
る
の
で
ゐ
る
。

第
一
、
原
則
ご
し
て
百
高
園
以
上
の
資
本
金

第
二
、
例
外
ご
し
て

イ
勅
A
T
を
以

τ指
定
す
る
地
域
(
嘗
1
7
は
東
京
市

及
び
大
阪
市
)
、
に
本
庄
又
は
支
応
を
有
す
る
録

第
二
十
回
毎

一Oλ
六

第
六
規

行
は
或
一
白
高
園
以
上
の
資
本
金
・

い
い
人
口
最
高
未
満
り
地
に
本
法
施
行
の
際
に
本
底

を
有
す
る
銀
行
は
五
拾
高
岡
以
上
の
資
本
金

勿
論
従
来
に
於
て
も
大
成
省
の
内
晶
ご
し
て
「
原
則

ご
し
て
資
本
金
五
倫
高
回
以
上
の
銀
行
に
あ
ら

F
れ
ば

傍
業
許
可
を
奥
へ
宇
、
特
に
人
口
拾
高
以
上
の
抑
制
曾
に

於
て
は
資
本
合
武
百
高
園
以
上
た
る
事
を
要
す
」
ご
の

方
針
を
ピ
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
内
規

ω精
紳

は
銀
行
法
に
よ
っ
て
一
居
明
確
に
せ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
銀
行
法
が
普
通
銀
行

ω一
最
低
資
本
金
に
開
し
規
定

す
る
所
は
、
将
来
我
閥
的
普
通
銀
行
的
俊
超

ω
上
に
如

何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
で
あ
ら
う
か
。
此
問
題
を
解
決

す
る
に
際
し
て
は
先
づ
我
国
の
普
通
銀
行
内
資
本
金
の

現
賦
を
明
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

=一

大
正
十
五
年
六
月
末
仁
は
普
同
地
銀
行
の
一
行
嘗
b
卒

均
資
本
金
は
百
六
拾
諸
国

ω数
字
を
示
し
て
ゐ
る
が
、

決
し

τ凡
て
の
銀
行
が
百
六
拾
品
副
内
外
山
資
本
を
擁

し
て
ゐ
る
誇
で
は
な
い
1

、
現
に
株
式
曾
枇
銀
行
は
卒
均

歎
よ
b
大
な
る
百
七
拾
高
岡
ご
云
ふ
資
本
金
を
有
し
・

}
四
四
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会
名
舎
枇
銀
行
、
合
資
曾
一
枇
銀
行
及
び
偶
人
銀
行
に
至
別
に
観
察
す
る
事
に
よ
っ
て
も
之
を
窺
ふ
事
が
出
家

っ
τは
或
拾
高
圏
、
拾
五
官
両
国
及
び
五
高
闘
ご
何
れ
も
る
o

試
み
に
大
正
十
四
年
末
に
於
げ
る
銀
行
数
、
資
本

卒
均
敷
よ
h
小
な
る
資
本
金
を
示
し
て
ゐ
る
。
同
様
り
一
金
及
び
一
行
嘗
h
平
均
資
本
金
を
各
地
方
に
つ
き
算
定

事
賞
は
普
通
銀
行
の
一
行
賞
。
卒
均
資
本
金
を
各
地
方
一
し
て
第
三
表
を
得
た
の
で
あ
る
岬
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第
1苦

境

-
四
六

撃

錐

銀
行
法
te普
遇
銀
行
田
費
牢
金

第
二
十
四
巻

-
0
λ
A
 

岡高直E害徳山 fft同商品 地

方

岡知揖川島口鳥山根取
>>u 

一

行

皇 τョ号昌司一三ー孟五百二桁
重量

費

巴三宮又害 4箇 玉 天 美 玉 .^ 
本

五、 J 二 d五 金
o 富墨 g 重豆口口三百

実 3 言言 l~ 安是言言z

竺E本1'-行省

金り

千子 樺華神鹿宮大熊長住 地

見 方

言「 大崎純白崎分本崎賀
>>u 

行

霊前 ー 三百美日元邑行
艶

費

安芸Z 弓雪石合言毛芸喜弓弓云『さ実き車ミ両

本

金

平一

事言言曇重量全妻美喜古

i辛2行首
金吻

! 世

一
行
常
り
卒
均
資
本
金
に
於
て
金
園
合
計
数
字
を
凌
第
三
表
は
地
方
別
平
均
資
本
金
を
示
・
し

τゐ
る
が
ゾ

鶴
し
て
ゐ
る
の
は
大
阪
府
の
六
百
八
姶
高
圃
を
始
め

r
杢
園

ω銀
行
を
一
括
し
て
資
本
金
の
大
小
の
順
序
に
配

し

τ合
計
十
五
一
地
方
、
会
図
合
計
故
字
以
下
の
も
の
は
一
列
す
る
事
に
よ
り
奥
相
を
真
に
明
確
に
知
る
事
が
出
家

三
十
四
地
方
仁
し
て
最
も
小
な
る
は
神
柵
眠
仰
の
武
拾
五
一
る
の
で
あ
る
日
次
の
表
は
其
目
的
で
作
製
せ
ら
れ
た
る

高
固
で
あ
る
。
各
地
方
の
卒
均
数
字
に
し
て
己
に
武
拾
十
も
の
で
あ
る
町
原
材
料
に
は
佐
々
制
限
謬
山
政
字
が
合
ま

五
高
園
よ
h
六
百
人
拾
高
固
に
及
ん
で
ゐ
る
。
普
通
銀
一
れ

t
ゐ
た
が
、
本
表
作
製
に
際
し
出
来
得
。
限
り
訂
正

行
の
資
本
金
な
る
も
の
に
可
な
り
の
慣
が
・
り
の
あ
る
は
一
を
加
へ
党
。

こ
れ
を
以
て
察
す
る
に
足
り
る
の
で
あ
る
。
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費本金 { } 間 首慰銀霊百銀計累 本重合量 { 闘} ;311: 室合 ) 偏 E官Z銀行酬 耳観累計

150.000.000 1 1 3.050.000 1 12 303.760 1 '905 
100目000.000 宮 s 3.000.(100 34 lf6 300.000 86 9制1
70.000.肌抽 4 2訓 )0.000 1 166 280.000 I 992 
W.ooo.OO。 4 8 2.720.000 I 167 275.000 1 993 
30.200000 1 9 2.6~6.000 1 158 270.000 1 994 
~Ó.OOO.OO.) ，1 10 2.640咽000 1 169 250.000 32 1.026 
21<000.000 1 11 250000000 0 13 172 2S0.000 1 1.027 
20.00n.Q 0 。“ 13 2.14] I ]73 22u.OOO 2 1，0:..9 
17.600.000 1 14 2.100.000 1 174 220.000 1 1.030 
17.(，00.000 1 15 2正80.000 1 

11775 6 
210.000 2 1.I}，j2 

16.000.000 I 16 2目020.000 1 200..00 l 1.0河S
16.1'00.0ドO 5 21 2.000.000 F.3 2'，9 200.000 88 1.121 
14.0EO.OOO 1 22 1.mJO.4Ioり 1 J品。 17(，000 2 1目123
13，000.000 23 1.800.000 1 231 170.000 1 1.124 
12.620.000 24 1.761.900 1 232 160.000 6 1.130 
]2.095，roo I 25 1.710.1'00 1 !J:33 1(0.000 58 1.188 
] 2.000，000 ; 1 20 ].(140'000 1 

22884 7 
1'0.000 8 1.191， 

Jl，360.0no 27 1.600.000 日 13:1.600 1 j;192 
11.200.000 1 28 1.5QO.OQO 33 270 };'2.000 1 1.1113 
lO.fOf)."llOO 1 29 1.:~ {jO.OOO 8 : 73 120.000 2 1.195 
10.300.000 1 30 1.282.200 1 274 125.000 8 ]，203 
I10tI1. 250.4100 2 32 1.260.000 275 H!Q，QOO 10 1.213 

200.000 1 33 1.200.000 10 281; 104.000 1 1.214 
10，100，000 I 84 1.1f1/'1.000 1 2~6 100.000 133 1.347 
11 '.02n.ooo I 35 !.Im.ooo 1 287 91-1.000 1 1'348 
10.000.000 16 51 1.100.000 6 293 95.000 1 1.349 
9.280.000 1 62 1.076.000 2~4 90.000 1 1.; 50 
R，fi20.000 1 n3 1.000.000 J96 490 80.000 8 J.358 
7.898.000 1 64 U60.000 』 4ω1 75.000 8 1.316 
7.7:'0000 1 56 ~OO.OOO 1 492 70.000 13 1.379 
7.f.00.000 2 57 850 000 2 494 64.000 1 1.380' 
7.42o.OOO I 68 832.100 1 4!5 62.iOO 1 1.381 
7.320，000 1 59 820.000 1 4f6 60.800 1 1.3f.2i 

7.125.000 I 60 800.000 8 499 60，000 18 1，400唱

7.000.000 5 65 760".000 1 500 57.200 1 1402 1 
6.6( 0.000 1 66 710.000 10 610 66.000 1 1.40 
s.r.on.o日。 I 67 ';20，000 1 51l oO.ooo 56 1・468
6.000町 00 2 69 700.000 14 自省5 48，000 1 1459 
6.900.000 1 70 690.000 1 526 45.000 1 1.460 
6.8 0，000 71 6fO.OOO 4 5泊。 '0・7-f.O 1 1.'61 
5，56n.000 1 72 6::0.000 1 6;1l 40000 .6 1.‘ 66 
".&00.000 2 74 625.000 1 532 37.500 1 J.46， 
5.320.000 1 75 600.000 27 659 26.000 1 1.~68 
6.080.000 1 ，6 560.000 5 ε64 36.000 1 1.469 
6.000.000 26 102 540'000 宮 166 30.000 2~ :l.~皇制7

4.800.000 2 104 630.000 2 668 26目。。。 6 11.5E0O2 B 
4.600.000 1 105 W7.fOO 1 169 21.000 1 
4.600.000 1 106 506.000 1 570 20.000 16 1.519 
4.3rO.060 1 lCl7 oO-r.DOO I 571 ; 18，000 1 ].6:0 
4目100.000 1 108 100.000 3]] 882 1J;.000 8 1.o23 
4.000.000 5 113 4.80.000 2 信'4 1~.900 1 l，Fr.24 
3，l180.000 1 114 462.rOO 1 ，86 Iコ，600 1 1.625 
3.60n.OOO 1 115 44EE0O 000 1 886 12.000 1 1.526 
3.onO.000 1 116 。。。 1 887 ]0.000 8 1.534 
3.100.000 2 118 400.000 4 891 U.7fD 1 1.636 
3.310.000 1 ]]9 3fU.OOO 10 S附1 R.OOO 1 1.5; 6 
3.200.000 1 120 330.000 8 904 告 昔十 1.6;，6 

銀
行
法
k
替
迦
銀
行
自
費
本
金

雑

録

第
ニ
十
四
巻

一O
八
九

第，、
鹿

四
4二

8 ・'.・・...智



韓

録

J
O
丸

O

第
六
騨

四
λ 

第
二
vT
凹
巷

銀
桁
訟
と
普
祖
銀
計
四
費
本
金

こ
の
表
を
見
る
ご
地
方
別
卒
均
資
本
金
の
場
合
よ
h

も
倫
一
層
大
小
の
資
本
金
的
聞
に
閉
さ
の
あ
る
の
が
明

か
正
な
る
の
で
あ
る
。
大
は
資
本
金
受
億
五
千
高
岡
よ
-

b
小
は
資
本
金
多
千
困
の
聞
に
・
千
五
百
の
普
通
銀
行
一

が
分
配
ゼ
ら
れ
て
ゐ
る
認
で
あ
る
。

少な賞異 閥あれな L通行
(二)l~施つ銀銀るはら、銀資前
百 Tζ し後 1~ 行行 o j宵 t.r百行本掲
高のも仁も法界然 資ニ高敷金の
切での於のはの L合百圃は υj 大五
議あが τ 正最終何同二に千最正
努 る 、 i官な 4民家れの十号l五 低 十
-; 0 修 資 つ資にに如 九上百限四
ぎ主主正をて本大しき に〈 ー三 を年
製内案要ゐ金援て 事械れ十五未
刊評可するの化も な 少 ば 七 拾 の
iii:tま 決 る 0 貼を最 しす四よ高統
京ヨたの録原に資{氏ごる百 b 園計
-~- 0)震 行 案於す資似評九八にに
:予知め数にてに本定で十百引従
き く 入 は よ 政 達 金 L あに入きへ
ft千百千れ府 οのて る 、 十 上 t.r
10 あ 九 六 ば 原 な 制 の G 武 二 げ

る行十銀集い限議勿百にれも
。"に九行正。 は諭論高減ばし
減 h 法 は 我でこ凶少普銀

如へ 替の 銀究特 詣ごれあが
何』工業で行 Lに 以 黙なてる、此本(吉本(言)
に、形あの T己資上 をる居。大等山十陪 11，(ロ)(イ)脂
重 銀 態 る 傍の本、 もでら勿勢の喜商品目主主主
要行特。業で金銀 考あ叉論を敏すにす噌市 1(:i宜

な f去に然形あの行 慮ら銀増傭字る噌る主主J:t. & 11占

るに最 L態ゐ国法 にう行資へは土手 iZZ22 
か於低議以 o題 に 入炉合にる1"J::::べ)昔臥阪す
が て資曾外勿を関 れら同は日 1I!f き 副市市る

思皇室員長襲志子 主主選手faq持ド
で銀の題多行ごて 要 路 が 開 ら在 人 日を E

ゐ行肯1]ご ω法 L普 由 玄 関 ー の せ な E 百字手
らの限な事のて通 あ題屠猶ばり '" 
う資のつ項内我銀 る 己 促 議 差や 以上もも

。本県占 1'-に容闘行 。 L進 期 支明 l' 抽

金なの及 1~ のの て せ問へか品吉
山るはんる現替 は ιがな弔 に
問事録で、!IX業 此れ附い」
贈を行ゐ普を J~ 等るせのな史
が思のる遁研態 ω事らでし、 O
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